
幹部会報告事項 

令和 6年10月28日 

 健 康 福 祉 局 

事 

 

項 

名古屋市植田寮の改築移転及び完成式について 

事 

 

 

 

項 

 

 

 

内 

 

 

 

容 

 

１ 概 要  

隣接地への改築移転工事を進めてきた名古屋市植田寮が完成し、１１月

より供用を開始する。また、これに伴い、完成式を開催する。 

 

２ 施設の概要  

（１）施設種別 生活保護法に基づく救護施設（障害等により日常生活を 

営むことが困難な方に生活の援助を行う入所施設） 

（２）所在地  名古屋市天白区植田山二丁目１０１ 

（３）構造   鉄筋コンクリート造３階建 

（４）延床面積 ６，３９６．６２㎡ 

（５）定員   ２００人（居室はすべて単身用個室） 

（６）その他  改築移転にあわせて厚生院救護施設と現在の植田寮（救 

護施設、更生施設）の機能を統合 

 

３ 完成式  

（１）日時   令和６年１１月４日（祝・月）１０時３０分から  

（２）場所   名古屋市植田寮内 

（３）その他  式典に引き続き内覧を実施。また、福祉関係者等及び 

地元住民向けの内覧会を同日午後に実施。 

 

備 

 

考 

本件は、本日、市政記者クラブへ資料提供します。 

（生活福祉部保護課 内線2555） 











幹 部 会 報 告 事 項 

令和 6 年 10 月 28 日 

住 宅 都 市 局 
事 

項 

実践学習型まちづくり講座Poc up スクール NAGOYA 

大曽根エリアのイベントにおける、社会実験の実施について 

内 
 
 
 
 
 
 

 

容 

Poc upスクールNAGOYAでは、まちづくりに興味がある方が参加して、まちづ

くりに必要なノウハウを学び、大曽根エリアのまちづくり団体の方々と連携し

ながら、まちがより良くなるための活動を企画してきましたが、この度、大曽

根エリアで開催されるイベント「ガジガジ・ウォーカブルシティ～歩いて楽し

いクリエイティブな商店街～」において、下記のとおり社会実験を実施しま

す。 

社会実験を通じて、成功体験を得たり、改善点を見つけたりすることで、今

後の継続的な活動につなげ、まちづくり活動の担い手として活躍することを期

待しています。 

 
１ イベントの概要 

「ガジガジ・ウォーカブルシティ～歩いて楽しいクリエイティブな商店街～」 

官民のパブリック空間を活用した実験的な取組みにより、賑わいや憩いの空間

を創出することで、訪れた人がウォーカブルなまちづくりを体験できるイベン

ト 

【日時】令和 6年 11 月 10 日（日) 11 時から 16 時まで 

【場所】大曽根本通商店街（オゾンアベニュー） 

    大曽根商店街（オズモール） 

 

２ Poc up スクール NAGOYA が実施する社会実験の概要 

(1) 「Welcome back Oh!! ZONE」 

・ 大曽根エリアにある様々な魅力を発掘し、外国人

観光客がまた大曽根に来たくなるローカルコンテン

ツを、大曽根エリアでの民泊開業と併せて検討して

います。 

・ 社会実験当日は、在住外国人を対象に、大曽根エ

リアの魅力のひとつであるお酒にまつわる店舗に着

目し、それらのお店を回るツアーや地域の方と交流

できるようなスペースの創出を行います。 

 

(2) 「はじまりのコンポストアーキテクト」 

・ 生ごみからたい肥をつくる「コンポスト」を活用

し、たい肥で野菜を育て、食べるというような小さ

な循環が起きるサーキュラーエリアの形成を目指し

ています。 

・ 社会実験当日は、コンポストの体験イベント等を

行い、コンポストを知り、身近に感じてもらう機会

の創出や、コミュニティづくりを行います。 

 



内 
 
 
 
 
 
 
 

容 

(3) 「ジョブアド in Ozone」 

・ 中高生を募集し、大曽根エリアの店舗と連携しな

がら、より魅力的な店舗になるよう主体的に考え、

実践することで、参加者のキャリア教育とエリアの

活性化を目指すプログラム「ジョブアド」を考案し

ました。 

・ 社会実験当日は、学生が約 2 か月間考えてきたこ

とを、大曽根商店街の 2 店舗で実践し、店舗や実践

した学生の満足度などの検証を行います。 

 

(4) 「大曽根芝映スポット」 

・ 芝生をひくことで、普段座れない場所に座ること

ができる、普段と違う目線でまちを見ることができ

ることは、“映える”スポットになりうるのではない

か。そんな仮説を実証するプロジェクトです。 

・ 社会実験当日は、商店街のパブリック空間に人工

芝をひいたスペースを用意し、訪れた人たちが思い

思いの時間を過ごし、写真を撮り、投稿してもらう

ことで大曽根を認知してもらうキッカケをつくりま

す。 

 

 

 

 

３ 運営事務局 株式会社 On-Co 

ミッションは、関わる人々の主体性を向上させ、挑戦が溢れる

面白い世の中をつくること。強みは社会に必要と感じた概念を

具現化すること。さかさま不動産や丘漁師組合、上回転研究所、

マダナサソウなどのプロジェクトを展開している。 

 

 

＜参考＞ Poc up(ポックアップ)スクール NAGOYA とは 

・ まちの魅力や課題を踏まえたまちづくり活動を通して、まちをより良くし

ていくプロセスを体験する実践学習型まちづくり講座です。 

・ まちづくり活動に必要なノウハウを学び、地域と連携しながら企画検討、社

会実験を行います。 

・ この講座に参加した方が、実際のまちづくりの現場で、継続的にまちに関わ

り、まちづくり活動の担い手として活躍することを期待しています。 

 

備
考 

本件は、令和6年10月22日（火）に市政記者クラブへ資料提供しました。 

（住宅都市局ウォーカブル・景観推進課 内線 2938） 

株式会社 On-Co 

※各社会実験や Poc up スクール NAGOYA 

の詳細は HP をご覧ください。 
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商店街の賑わいを 取り 戻し た い。 憩え る 空間が欲し い。

そ んな 地域課題を 解決する のが「 ウォ ーカ ブ ルシ テ ィ 」 と いう 構想で す。

官民のパブ リ ッ ク 空間の新たな可能性を 示す、 1 日限り のイ ベン ト へぜひお越し 下さ い！

  歩いて楽し い! クリエイティブな商店街

雨天の場合は11月30日に延期と な り ま す。 イ ベン ト について の詳細情報は左記QRコ ード よ り ご 確認く ださ い。
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大曽根商店街M A P

と
は

名古屋市で は、官民のバブリ ッ ク 空間を

居心地が良く 歩き たく なる人中心の居場所へと 変えていく「 ウォーカブルシティ 」を 目指しています。

ガジガジ・ ウォーカブルシティ と は、参加すること で「 ウォーカブルシティ 」を

ふわっと 感じ れる地域回遊型イベント と なり ます。

大曽根商店街内の官民のパブリッ ク 空間に、飲食やアート 、ゲーム、

も のづく り などコ ンテンツを 配置すること で 商店街を 歩いて楽し むこと ができます。

また今回はPoc u p スク ールN A G O YA で 地域課題に取り 組む社会実験プロジェクト も 同時に実施しています。

不完全ながら も 挑戦的でクリ エイティ ブ な取り 組みを 、街を 歩き ながら 楽し んで いただけたら 嬉し いです。

主催： 名古屋市住宅都市局都市計画部／ウォ ーカ ブ ル・ 景観推進課/ウォ ーカ ブ ル推進担当 ｜  企画運 営 :（ 株） On -Co   問い合わせ： kyo h eyfu j i ta@ o n -co .co

ア ーテ ィ ス ト がラ イ ブ ペイ ン

ト を 行いま す。 大曽根商店街

を 見て 聞いて 感じ たこ と を イ

ン ス ピ レ ーシ ョ ン と し て 、 絵

を 描き ます。

A RT

CONTENTS

人工芝や畳、 創作家具などを 使っ

てリ ラ ッ ク スでき る 憩いのスペー

スを作り ます。 近く の人と 話し た

り 交流し たり 、 ご飯を 食べたり と

自由に使用するこ と が可能です。

憩いスペース

木 工、 粘 土、 ア ス レ チ ッ ク 、

e-sports、 イ ン タ ラ ク テ ィ ブ

ア ート な ど 一緒に手を 動かし

て 物を 作っ たり 、 作品に参加

する こ と ができ ます。

体験・ ワーク ショ ッ プ

古い電化製品を 使っ て 電子楽

器を 作り 演奏し たり 、 DJ ブー

スを 用意し ます。 DJ ブースは

気軽に誰で も 参加可能な オー

プン ブースも あり ます。

M USIC

美味し い食べ物や飲み物があ

り ま す。 フ レ ン チシ ェ フ がつ

く る 産みたて 名古屋コ ーチ ン

卵を 使っ たフ レ ン チ ト ース ト

がおすすめです。

FOOD･ DRIN K

初めて 来た人で も 大曽根エ リ

ア を 楽し める ツ ア ーを 開催し

ま す。 角打ち・ せんべろ な ど

お酒好き にはたま ら な いコ ン

テン ツ が中心と なり ます。

地域体験ツ アー

一部の出店者の紹介になり ます。（ コ ン テ ン ツ は変更する 可能性があり ます。）

オゾ ン ア ベニ ュ ーオズモ ール

※    の番号は Po c u p スク ール N A GOY A の社会実験プロジェ ク ト です。

mailto:kyoheyfujita@on-co.co


参考 

「Poc up スクール NAGOYA」活動の流れ 

 

  Poc up スクール NAGOYA の参加者は、下記講座にて、地域で持続的にまちづくりを行

うための実践的なノウハウを学ぶだけでなく、地域のまちづくり団体とコミュニケーシ

ョンを取るなど、多い時には週に 1回以上、自主的に会議を行い、11 月 10 日の社会実

験の準備を行ってきました。 

 

【ＰＯＣＵＰスクールの講座】 

1. 7/20「プログラム参加者との顔合わせ」「共創講座」 

    

 

 

2. 8/3「地域リサーチ」「構造化（ビジネスモデル）講座」  

     

 

 

 

3. 8/17・8/31「PR（パブリックリレーションズ）講座」 

    

  

 

 

4. 9/14「行政連携講座」 

     

 

 

 

5. 10/5「地域の方からのフィードバック」「デザイン講座」 

 

 

 

6. 11/10「社会実験」と 11/23「反省会」 

   今回の 11 月 10 日(日)の社会実験で検証したことを踏まえ、持続的に活動していく

ための方策を考えます。 

4 つのプロジェクトが結成。共創講座では、仲間を見つける必

要性や、持続的な活動には、「経済性」と「社会性」がともに重要

であることを学びました。 

大曽根のまちを歩き、まちの方からお話を聞くことで、大曽根

のまちの現状を把握しました。構造化講座では、各プロジェクト

の構造を可視化し、社会へ影響を与えることのできる構造を検討

しました。 

PR を単なる情報発信ではなく、パブリックリレーションズ（社

会との良好な関係性を築くためのコミュニケーションのプロセ

ス）と捉え、事業を始める段階でのマインドセットや事業設計、

ステークホルダーの検討を行うとともに、各プロジェクトでプレ

スリリースを作成しました。 

行政の仕事の進め方や行政連携について学びました。また各プ

ロジェクトで、応募することができるアワードを検討しました。 

地域連携で事業を起こすにはどう仕組みをデザインしていけ

ばよいのかという広義のデザインについて学びました。また地

域の方から、各プロジェクトと連携できそうなことを、アドバ

イスをいただきました。 



幹 部 会 報 告 事 項  

令和 6 年 10 月 28 日  

住 宅 都 市 局  

事 

項 
市役所周辺賑わい創出イベント「三の丸チャレンジ」の開催について 

内 

 

 

 

容 

 

庁舎の閉庁時は閑散としている名古屋城三の丸地区ですが、当地区に新たな賑わい

や地区内外の回遊性の創出にチャレンジするとともに、現在検討している「名古屋城

三の丸地区まちづくり構想」の策定に向けた機運醸成を目的とするイベントを実施し

ます。 

  

１ 日時 

令和6年11月2日（土）、3日（日）の2日間 10時から16時まで 

 

２ 実施場所 

（1）市役所本庁舎駐車場 

（2）市道公館東西第1号線（愛知県庁西庁舎南側道路） 

   ※（1）は11月2日、3日の2日間 （2）は11月3日のみ（雨天中止） 

 

３ 社会実験の概要  

主な内容 概要 
実施 

場所 

① ストリートピア

ノ 

市役所本庁舎（重要文化財）の前で、自由に弾いてい

ただけます。また、演奏者（ピアニスト 稲島早織さ

ん）によるパフォーマンスも予定しております。 

(1) 

②ワークショップ 

～みらい楽器ラボ～ 

日用品楽器ユニット「kajii」として活躍されている創

（そう）さんが、ペットボトルや空き缶など廃品から

制作された新たな音色を持つ楽器の演奏を予定してお

ります。来場者も楽器を演奏することができます。 

(1) 

③メディ屋台 メディ屋台とは、当地区内で現在建設が進む国の名古

屋第4地方合同庁舎の広場空間の利活用を検討する一

環で、事業者と名古屋学芸大学が連携して、学生が制

作した「人とのつながりを生み出すメディア（媒体）

としての屋台」のことです。学生の視点で、人とのつ

ながりを生み出すユニークなアイデア満載の内容とな

っております。 

（2） 

（注）上記以外にも、人工芝による憩い空間、キッチンカーや 

観葉植物の販売なども予定しております。  

 

 

備 

考 
本件は、本日、市政記者クラブへ資料提供します。 

（リニア関連都心開発部都心まちづくり課 内線2758） 





幹 部 会 報 告 事 項 
令和６年 10 月 28 日 
上 下 水 道 局 

事項 第 12回木曽三川流域連携シンポジウムの開催について 

内 

               

容 

１ 趣  旨   

名古屋市の水道は、水源である木曽川の豊かできれいな水の恩恵を受けてい

ます。木曽三川流域の水環境は、上中流域の人々の活動に大きく依存しますが、

これらの地域では、過疎化や農林業の衰退などさまざまな課題を抱えており、

流域の自治体が一体となって水環境保全に取り組み、将来にわたり木曽三川流

域の水環境を守るため、平成 23 年に名古屋市上下水道局が事務局となり「木

曽三川流域自治体連携会議」を設立しました。 

木曽三川流域連携シンポジウムは、木曽三川流域自治体連携会議主催のも

と、流域住民の水環境保全に対する意識醸成につなげることを目的として、毎

年開催しています。 

今年度は、気候変動が木曽三川流域の生活に与える影響について考える機会

として、環境省中部地方環境事務所協力のもと、気候変動と流域の魅力発信を

テーマに開催します。 

２ 第 12 回木曽三川流域連携シンポジウム テーマ 

「気候変動で地域の食が変わる！？ 
～木曽三川流域がもたらす地域の魅力と将来への備え～」 

３ 開催日時・場所 

   日時：令和６年 12 月 18 日（水）13 時 30 分～16 時 00 分 

場所：中区役所ホール 

４ 主催 

木曽三川流域自治体連携会議（事務局：名古屋市上下水道局） 

 （協力）環境省中部地方環境事務所 

５ プログラム 

（１）木曽三川流域自治体連携会議の取組紹介 

（２）基調講演  

【講演者】巽 好幸氏（神戸大学名誉教授、ジオリブ研究所所長） 

（３）パネルディスカッション 

   【コーディネーター】畑中 直樹氏（大阪大学大学院工学研究科招聘教員） 

   【パネリスト】巽 好幸氏（神戸大学名誉教授、ジオリブ研究所所長） 

原田 守啓氏（岐阜大学環境社会共生体研究センター 

副センター長・教授）  

竹脇 恵美氏（NPO 法人ふるさと交流木曽 

ふるさと体験木曽おもちゃ美術館館長） 

（４）流域特産品抽選会 

６ その他 

・参加者を木曽三川流域自治体連携会議ウェブサイトの申込フォームまたは往復
はがきにて募集 

・募集期間は 10 月 25 日（金）から 11 月 22 日（金） 

 



幹 部 会 報 告 事 項 
令和６年 10 月 28 日 
上 下 水 道 局 

（参考）木曽三川流域自治体連携会議について 

平成 22 年 10 月に名古屋市で開催された生物多様性条約第 10 回締約国会議

（COP10）を機に、水でつながる流域の自治体が、人の和をもって連携・協働し、

水の環を健全に守っていくことを流域自治体宣言として発信し、翌平成 23 年、「水

でつながる命」をテーマに、「木曽三川流域自治体連携会議」（事務局：名古屋市

上下水道局）を設立しました。 

連携会議では、木曽三川（木曽川、揖斐川、長良川）流域の水環境を守るため、

流域自治体相互の連携を強化するとともに、官民協働による持続可能な地域経済

の振興を進め、住民参加・交流による水環境保全への理解を深めていくためのさ

まざまな流域連携事業に取り組んでいます。 

連携会議のテーマは、『水でつなぐ命 ～命をつなぐ連携～』。健全な水循環を

将来に繋げていくため、流域自治体が連携を強化し、より主体的に水環境保全に

関わっていくとともに、流域治水など防災・減災について情報の共有と発信を積

極的に行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

木曽三川流域自治体連携会議 構成自治体（４県下 45 自治体 令和６年４月現在） 

 

 

 

 

 

 

備考 本件は、10 月 25 日に市政記者クラブに資料提供しました。 

（企画経理部連携推進課 内線３７２０） 

愛西市、上松町、あま市、池田町、一宮市、稲沢市、犬山市、揖斐川町、恵那市、 
王滝村、大桑村、大治町、海津市、笠松町、蟹江町、可児市、川辺町、木曽広域連合、 
木曽岬町、木曽町、木祖村、北名古屋市、清須市、郡上市、桑名市、下呂市、江南市、 
坂祝町、白川町、津島市、飛島村、富加町、中津川市、南木曽町、名古屋市、羽島市、 
東白川村、七宗町、扶桑町、瑞浪市、御嵩町、美濃加茂市、八百津町、弥富市、 
輪之内町 （以上五十音順） 






